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絵 画 製作 に お菖 る描画等　　　　　　　　纛導につ い て

　　○粟拷 Wh　5・， ム川　美由紀

（ 酸団法人幼1騰 究敵　　高櫛 継園　）

1．はじめに

　豪しく．自由に．のμのひ
・
と絵画製作活動に取り組

んで
1
いる幼 児装昆るのぼ ．突にうれしい ことで

’
ある．

纈画か ら受ltる幼 児の癒動しr二幽 は．そののレの駆
鹽
と

しヒ動きのある線からイkわっ て象る。 幼 児の籀画は ．

本来イメープ画を主と して形戒されてお4 ．出来Mば

藩磧 のままに、皀由にのか吻耽 と描い てほ しい 、しか

し．Vlくらイメー・・
ジ画埴い っ て も．纈画段隔 をイメ

ー

ジ の具象化と と らえる と ．そこに LX．や ばりある季呈度

の妓射も罍蕉さ承るのではないだろうか。窺に．日々

の保育の中で，QO 廷掘きたい1丁れど、どう線 丁ば憲

い の か 冕当が つ かず猫画離れき起 こ しか1丁ている着．

度対に ．き7 桝 捧 与 え．られたことに よ 〆｝禽欲 的に取

り縵み始 めrこ着b 昆られる．そこで．今回1譁執詩谿看

甸 工 芭求めるの でなく．髪の絞術を融 勤 ・’）に して思

うままに イメ
ー

ジ Σ表瓔墨采る嫌になるカ・b しれな貝

また ．撫 髷指導の影響と受しぎ．それ難応吊し頭の吶 ；

籀い 鳶イメ
ー

ジ き幼 児なりにデブ霧ルメしながら、更

に の ぴ やかな線が籀げる檬になる⇒粕 しれな い ．と い

う観費、か ら．物の 実体を9薩 に とらえる目を叢う為に

7 ロ w キ
ーE ．また ．イメージ の 広が i）き助 ける為に

物語 を閣いて絵を描 く．と いう二 つ の指葺Σ試み 、擶

画に表われる変容乞観髴してみることにした。

2．宕遣

　鼠，期間及い 回数 昭和 5り年5
一
月〜昭和53年2 月

　　　　　　　　　 ’ザ 月に糸勺2 區ユ

　啓、対壕　嘉澱 幼稚圜晃

　　・ク ロ ッ キ
ー
グん

一
プ

　　　 5歳児78驚 ，4歳児61名 ，
3歳児70佑

　　
・隼驪 の絵 ブノL．一プ

　　　 5歳児％ 危 ， 4歳児6腐 ， 3薫 児50る

　じ，読料　　剣蓬 2B
， まf二は、竹ペ ン と墨ラ†

　　　　　　 B5 判更紙 ラ 誹 こは，協切画用紙

d ．題れ

　　
・7D ・

ソ ｝
一

に つ いて　　毛 ヲ）し乞一
人出し、慶

　　 象しなが ら描く。麟耄と しては ，用具の硬用方

　　 広 鄰 様歌 聯 のバ ラン ス 、体 の罵 戸と

　　 胴替との つ ながり窶に フ い て話 し仁。5漱だに

　　 L9．；
’4月艮のしわ、彦眞の表橘警にフいても譌 し．

　　 出釆上 7 た作品に つ い て評橘 しr二n

（その1 ）

。物諦の論に つ い て　　
「

日夲省話 ． 1カ セ ツ ト

　テ
ー一
プで闇かせる。

物語 ： 豆つ ぶ コ ロ コ ロ
， 桃太郎 ， 71 力う

・
山 ，

　　　 4腹．訓
『
〜o話

蜘 名と しては 、よく誌 を聞か せ 、理鱗 しに く い

言集や物 に フ い て の説 鴫Lあら簸及ひ却 象に残

　フ 丁こ場面に つい ての話 しAvい 、崖場人物や，略 、

及▽叡況 に つ い ての認 し合い響をし，出釆上 っ

r：作品の説明廷聞き．提出させ 歳 ．

3 ．始界及寧 考緊
　a ．7 ロッ キー一に ？ Llて

　　3歳児；覦めは豌筆の鋳ち方もヤ弥でな く、ふら

ふ らしτこ線で顔のみをや フ と描 く、そ払も眉 が な い

　っ k ！｝蕚がな カ  fこ弓であ7f こ献 顔 に は何がある

　ヵ、 、人’体には侮があるか話しているうちに ．考
・
足が

　ば え、指 を描いfこり頭髪を細か く1描 1唯 ’1する着 b
出て牽賞．すなわち．沢第に人間 らしく掘 く様IJよ

　7
ー
てきたと壱え。るvx

’
、蠹「ビ．印亀でq緬き、観巽して

掘い て いるとぱ言えな い様である。

　 4歳児 ；モ デル 琶冕て 右、頭部のみ乞描 く着が 9g

か っ た が 、言髴か 」きす ることにより翻 本を描く

看が増えてきke しか し．手足の つ 弓ノ告いまで着え

て籀ける羞は 移くは いな い。関師の曲がり具h に つ

いてb 、曲げようと努力はしている右のの ，蠹綻漁

理が ある様である。

　 5 歳児；体鰤 フ d令い琶薦えて描 1すず、頭部

　を夫 きく描 く着がうか っ た が ．次第しこ胴 のK きさ b
籔 のっ 〆｝合い乞着えて調卸しなが ら舶く縁にな ？

tt・ 細鰍 二つ い てもよく翻 する様にな ’）、洋服の

鯉 々、い しわ i でも表環 しようと
「
試みる着も出て来k．

tt

慧1三毒
　　　　　　　　　　　

 

魂
’
Stt／”s’le” 顎 褥マで
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　ズう下の写真は．同じ刧 児の 6 月と2 月の竹 ペ ン に

よるクロ ッ キ
ーであるが 、6 月に は 、まだ観寡

一
する

とい うよ ’）も鯰 4匕されr：入．間と して描い て い に も

のが 8 ザ 月足 らてのうちに尺変上達，しf瀰 収あ る。

乃・、物語の豸創二ついて

　3歳児：話 し方の 一
致 廷訂る為に ，テ

ー
プ に よ 7

て物語を聞か ぜ に の で．まず箭かに話 き聞か せる こ

とか ら始めなげれ1ゴならなか丶
フ r：。 4乍品に関してほ

殆 どが経」易人物、あるいは澄場しrcim乞い とつ ふ R
つ 福き，それで蠡足している着L また，話に全 く関
係 のない物 を描 く萢すらいた 。しか し、回乞重ねる

に つ れ ，その様 tよ老力宝満訝つ、†ビんだん ヒある場1動を

描く萢が 7gく  こ
フ てきrc。 まfこ、！晴［殊の わか る毒呈で

はな い に せよ．それらしく表現しようと努力してい

る婆も見られる様にな ， てきrc。
　4 歳児．；羅列画に近い絵き描いていたのが，次第

に 周囲の状況に 目 き向けられる様になり、中には物

語 の
一
場面と状ヲ兄がわかる樣 に插く看 も出 て来rこ。

　 5歳児；、3歳 4散に比 べ ると．内容をとらえて物

語を聞き、
一
場面 を絵に することか寸出釆る様である。

しOSし、初めは適碓な表現が出来ずとにかく画面に

何 Otsgraいf二という着や ．線も迷いなが
』
ら寺頃いてい

る 看es
’
770  た よ うであ る．それが 回 を重ねるに つ

れ，自信 のある縁で
一
、4弋表的 な場面のみ に とらわれ

る こ とな く．樂しそうに最も印象課か ， 「二場面と表

現する様にな ， て きに。

鰭、

　上 の写真は ．抽 画 をあま ’

レ好 まな か フ た Sk 児 が

物語 を聞い て絵 琶描 いfて例である。左は ．6 月に描

い た
「

豆 っ 6；
’
コ ロ コ ロ 」 の絵 ．ズ5は，2 月Lzuaい rl

「

カ テカチ山 」 の絵 である。ネ刀めほ 、どう？苗い て い

い の か わか らず、知 フ て い る零を並 べ て な ん とか そ

れ らしく しようと苦乢
’

しているの に 対 し．1ヨの絵 で

は ．と て も
’4一しそうに画面

一
杯 に．状ラ兄のよくわか

る場面が描けてい る。

4 ．おわ弓に

　今回は ．護だ試彳嚇 の段鰭であt ）、また、短期 閥

の指導では藕i論プげる ことは出象にくい、しかし．技

赫論勺指導をし†ご方φ欧　し「sい よ ／）は良い橡である。ク

ロッ キ魂 させfゴ ル
ープでは ．辱物 をよ’｝細か く獺，

察しようとする態渡が 昆られる様になつ．それが色信

のある線 とな ． て張われてきfご様「ぐある．辱畏児の中

には．線の濃淡まで使い ！外けようと宅式みtこ’｝閣御の軌

きまで自縦に描 くことが出釆る様にな フ 仁着 占増えて

きf二。まfこ 、物語の絵を撞いfこゲノレ プでt2．話廷聞

く態渡が養われイメージ の広が りも昇く な ． てきrこ様
だ。匠戸ち．話 の内室虱：よく！合7 た表…覓で、細 力SL げ暫tこ

e気と画lt）なが ら短時間に力強く抽 く様にな ’）．描画

が楽しい と言う着が増えてきrこ。まr：．年長児の中に

L9．遠近き考えて表現 ずる着も出て 釆仁。しかし、知

児が絵 を描 く場合 ．これらの授術をい つ も応用出象る

返身：は至 っ ていない様である。さらに 、隷緬1の飛用と

いうパイプラA ンを冕フ げ出すことび出募れば．も っ

毛顕箔に胡 児の内に禅められに潅欲 き表出出来↑： 鴇々

しれな いび ．む しろ これ力勁 児の麗 の奉釆の姿であ

る と薦えるぺ きな の かも しれない ． また．絵画表硯は

技術指導ぼげで豊かになるのではなく．勿論．才能や

環境にも入きく左石きれると思われる。幼粒園でも塚

庭でう環境に配慮し．右葉かけにも気乞配 らrsげれば

いげない。今 回の師究過程においても．同じ助言、よ

く似 rこ環境を整えfこつ も’｝でも ，保育着の絵画的セ ン

ス．知識 ．と らえ言等によ’）．紬 的 暢亀が認 められ

仁。牾 に耳少児になる程．それOs
’
［X ） きi）Lてい る様

である．あらゆる鮴 と幼 児の亀欲びうまくかみ念 っ

て こ そ．感勲的噛 て生まれる。その
’

っ のSIM牛と し

て、≠廻 の研究を取 り1：げたわげであるカゴ，数嘗的な

tgっ きつしにデーワ
ー

き濫表出釆る．迄には至らなか 7

丁辷：ものの、　孛∈際‘：二7 匸］、

ソキー
や物語の絵を．插か、せ てみ

て．その駆達の様尋に刧児の底知れぬカを改めて ま↑⊂

ひ と つ 発見し．言忍識させ られtこという実感力骸
覧
7t こ．

そ して，剰「しい世代の幼 児に対して．一
般論では角乍r

tTることなくどんな
’
飜 にも応 じられる・指導力琶養う

こヒが大切であ弓．新しい試みも塵男平であると痛慮し

た 。今後は 、実融群と鰰 ⊥群をよ ！〕は っ きりさせ 、科

曽魯勺健方姦でデ
」 9 一

イ匕したものを発表出来る據 に．

厨 究を続けたい．
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